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FIT太陽光発電設備・非ＦＩＴ太陽光発電設備
自家消費太陽光設備増大に伴う

保守点検業務の拡大





2017年改正FIT法により、「再エネ特措法施行規則」に沿った点検とメンテナンスと記録が求められています

2018年12月に中小太陽光発電所の保守点検項目に関する調査報告書が公表されました（PV‐TEC作成）
（セミナー資料とともに今朝配信済みですのでご覧ください）

2016年12月に太陽光発電システム保守点検ガイドラインが制定されました（JEMA・JPEA作成）

2025年4月より保守点検委託先との契約締結及び定期報告における委託契約書と報告書提出が開始します
（後ほど説明します）



●会員が進める保守点検（O＆M）

①自社が販売した発電所の保守管理（Ｏ＆Ｍ）

②販売店から依頼を受けて保守点検（O＆M）

③メーカーや商社などと提携し施工した発電祖の保守点検（ O＆M）

④第3者が施工した発電所の保守点検（O＆M）

・販売店がなくなり相談から受注

・DMにより地域密着で受注

・目的別の相談会を開催し受注

・メーカー・商社と提携し受注

・O＆M事業者から地域担当的に受注



第３者（自社施工以外）保守点検を行う際に会員からよく聞かれる質問

①価格設定や点検回数など基本的な項目が分からない

②基本作業とオプション判断が分からない

③点検項目が分からない

④点検手順や機器の選定や扱いが分からない

⑤必要な書類が分からない

⑥保守点検だけで事業になるのか？



太陽光発電設備（低圧）保守管理業務委託契約

・保守点検費用として低圧の場合に年間売電金額の5％と言われています（高圧は３～４％）

【当協会会員のヒアリングによる低圧発電所の標準的な内容】

・年次点検契約 年間 １００，０００円（税別） → 人件費との兼ね合いで事業計画立案
電気点検＋目視点検 各１回）＋事業者依頼駆付け １回

（遠隔監視装置のアラーム監視は事業者様というのが多い）

・価格バージョン① 発電所の所在地が近いか遠いかで料金変えたり
すでに周りに契約発電所があって点検のしやすさから料金設定

・価格バージョン② 単独契約か複数契約かに①を加味して料金設定



【オプション契約】

地域特性（自社管理の実績）や現場を確認してからの提案

①遠隔監視装置のアラーム管理から事業者に異常をしらせ、指示により駆けつける
（複数回契約も可）

②草刈り…年間２～３回 地域・草生により草刈り時期はことなる模様 → 地域に協力業者

③除草剤散布 年間２～３回 防草シートが一部損壊した部分への散布も含まれる

④パネル洗浄 年間２～３回 地域特性（火山灰・黄砂・周りに状況により提案）

⑤盗難対策 盗難対策設備に盗難補償がつくものが出てきています

【当協会会員のヒアリングによる低圧発電所の標準的な内容】



【管理体制】

施工と両立した場合

・１００件～２００件の保守管理の場合に、３人体制の交代制で２人は施工、１人は保守管理

・ある月に集中する場合は人数を増やし短期間でまとめて行う

【作業時間】

・年次点検  1人作業の場合は1日2件～3件が妥当

・電気点検 １人作業で1.5時間～3時間 （現場状況・作業員の修練度・トラブル確認による）

・目視点検 1人作業で1Hくらい

【当協会会員のヒアリングによる低圧発電所の標準的な内容】



発電遠隔監視 年次点検

障害対応

O＆M内容

データ異常→駆付け対応

改善または調査報告→改善提案

異常発見→改善提案

経年による提案

雑草対策・周囲の影対策
パネル洗浄・盗難対策
柵塀管理→補修提案

近隣とのトラブル要素はないか？

異常発見→障害原因確認
→障害対策提案

売電低下→原因確認
→売電UP提案

サイト管理
敷地・用地管理

オペレーション：安定運用＆メンテナンス：保守・維持管理



発電遠隔監視

データ異常→駆付け対応

①データ異常→発電事業者様の駆付け依頼→現地に駆け付ける

→原因調査→ブレーカー復帰で解決（無料）…どこまでが年間費用に含まれっるのか、別途見積なのか

→原因調査→原因特定→提案見積→対策受注

・落雷や誘導雷
・ＰＣＳファンに雑草絡み停止
・ＰＣＳフィルター目詰まりで停止
・ＰＣＳが直射日光により熱で停止（または抑制） → サポーター確認

②売電量低下→遠隔監視データから発電事業者様より調査依頼→一歩進んでデータ解析を提案（別料金）

・アラームからＰＣＳが停止情報
→PCS原因調査→原因特定→提案見積→対策受注

・アラームからPCS以外の情報→現地調査→雑草や周囲の影か
→原因調査→原因特定→提案見積→対策受注



年次点検 遠隔監視データ→発電事業者依頼の駆付け

異常・障害原因確認

①駆付け時の異常・障害対応提案

②点検・監視データから発電事業者へ提案営業
・経年対応提案
・発電量ＵＰ提案
・保険・保証活用提案
・法令対応提案
・転売提案
等々

契約件数が多い方が良い

適時気づいて適時提案できるか

提案説明できる資料の事前作成

※管理人件費との兼ね合い



年次点検 電気点検から異常発見提案→改善提案

電池アレイ
PCS

交流集電函

・IR（赤外線）測定→熱上昇検知→マイクロクラック、断線やバイパス回路異常検出
・接地・絶縁抵抗検査→火災・感電、他ストリングス逆電流事故防止
・解放電圧測定（PCS各系統ストリングスごと）
・PCS各系統ごとの回路抵抗値の測定
→パネルクラスター断線等を検知
→I-Vカーブトレーサーにて詳細検査（別料金）

・各PCSの発電量の確認
→PCSの発電量のバラつきを見ることで影やパネル汚れによる発電低下等を確認

報告書に点検状況の写真記載



年次点検内容（目視点検：機器：設備関連）
設備関連点検 機器による確認→トルクレンチによる抜き打ちでの締め込み確認

目視による確認

①架台等のマーキングの有無（消えていないか等）の確認

②太陽電池モジュールの破損・汚れ

③交流集電箱の破損等の確認

④ＰＣＳの確認→ 各ＰＣＳの発電量のバラつき・破損

⑤雑草状況の確認

⑥造成・基礎・架台等の確認

→水路・地割れ・排水・架台の腐食経過・フェンスの有無や形状確認



年次点検内容（目視点検：設備関連）

設備関連点検 目視による確認

①架台等のマーキングの有無（消えていないか等）の確認

②太陽電池モジュールの破損・汚れ

③交流集電箱の破損等の確認

④ＰＣＳの確認→ 各ＰＣＳの発電量のバラつき・破損

⑤雑草状況の確認

⑥造成・基礎・架台等の確認

→水路・地割れ・排水・架台の腐食変更・フェンスの有無

（フェンスの変形等も確認）



発電所点検時に見かける問題点

クラスター断線 法面崩壊

コネクター不備 パネル割れ



〇太陽光発電設備 中小規模発電所の保守点検項目報告書
2018年12月 PV‐TEC作成 



年次点検報告書（電気点検）サンプル





年次点検報告書（目視点検）サンプル





年次点検 目視点検から提案

①雑草の繁殖

②周囲の影の状況

③架台の歪み

④パネルヒビや割れ

⑤パネルの汚れ

⑥柵塀の状況

草刈り提案・防草シート交換・除草剤の提案

発電量の低下→影対策用ソーラー・エッジ等のパワリング提案

原因により対策提案が必要

汚れの原因と酷さによりパネル洗浄の提案

風圧による傾きや倒壊→修繕または再設置提案

自然災害によるものか、電気的なのか原因特定し交換提案

→現地の協力業者と提携

→現地の協力業者と提携

→保険や保証活用

→雑草とともに地元住民対策



点検作業コストを下げる方法

①同一地域の発電所の契約を増やす→目安は1日3件以上年次点検が行える距離感

②同一地域に契約が増えてきた場合に備え、点検日の調整が可能になるように契約に盛り込む

同じ週に人数増やしてまとめて行うために必要

③ソーラー・エッジ等の遠隔でパネル状態を確認できるシステムの導入

同じ遠隔監視装置でもPCS単位の発電量が分かるものだと

点検前に発電のバラつき・異常等の情報を入手できるため点検が行いやすい

④点検前に前回の報告書を持参もしくは見直すことで経過観察項目が把握できる



年次点検 経年による提案

設置から

1～３年目

９年目

雑草被害または防草シート劣化による提案 草刈り・防草シート交換・除草剤散布

補償期間内のPCS一括交換提案

パネルの汚れ（地域や設置状況）に提案 パネル洗浄の提案

周囲の木々や建物影の変化 ソーラー・エッジ等のﾘﾊﾟﾜﾘﾝｸﾞ提案



補償期間内のPCS一括交換提案







保険・保証の活用提案

①発電事業者様の加入保険内容を把握し保険対応での提案受注

②パネル・ＰＣＳ等の保証期間や内容を把握し保証対応での提案受注

→ただし施工費別が多いので事前確認と説明が重要



●保守点検業務委託契約に必要な書類関係

①太陽光発電設備の保守管理業務委託契約書（発電事業者向契約書）

②年次点検報告書

③目視点検報告書

④駆付け対応報告書

⑤各種提案書と見積書書



見本



他社施工発電所の保守管理の業務委託契約を受ける場合の注意事項

①完成図書の確認（単結線図・パネル配置図・ストリングスマップ・完成検査報告書・ハザード確認）

②可能な限り現地確認（架台・基礎構造・設置状況・周囲状況・法令適合確認）が望ましい

③遠隔監視装置の有無→ない場合はPCS監視型を提案→監視装置なしの保守点検は受けていない例が多い

④発電所の保険加入の有無→保険内容を把握することで障害があった際に提案が可能
事業者も保険が使えるか使えないかで費用が大きく変わる

⑤パネル・ＰＣＳの保証書の有無と期限把握

⑥保守点検事業者自身が保険加入検討→点検時に発電所の一部を壊した場合の対処用



４月から開始される定期報告における委託業務（保守点検も対象）の報告について

〇４月以降、定期報告において以下の報告が義務化されています
①委託契約書（保守点検契約書に含まれていれば構わないそうです）
②保守点検報告書
③自社にて保守点検を行った場合については正式回答がなく、４月以降のシステム確認が必要

甲（認定事業者/発電事業者）が乙（保守点検業者）に保守点検を委託する際に以下の委託契約の締結が必要

①委託先と書面で契約書を締結し、当該契約書において、委託先が認定計画や
認定基準（関係法令の遵守踏含む）に従う旨を明確化すること（記載が必要）

②当該契約書において、委託先に関する監督及び認定事業者に対する報告に関する事項の明確化（記載）
③委託契約のうち主要な部分を再委託場合には、認定事業者の事前同意などが必要である旨を明確化（記載）

※「保守管理業務委託基本契約書」のように契約書に「委託」を記載

※2024年4月1日 再生可能エネルギー発電事業に係る業務の委託について（運用指針）を参照



発電所の転売理由

①売電能力の低下

②FIT法の厳格化により報告義務等が増え手間がかかるため

③経年劣化対応や障害対応など維持管理の手間やコストが増えた

④コスト増で収支が合わなくなった（保守費用・保険費用・固定資産税UP）

⑤所有者が高齢化し相続対策の検討始めた

⑥現金化が必要になった

⑦廃棄等が視野に入ってきたため

転売紹介の仲介事業



発電所の転売紹介

転売に必要な事項

①完成図書

②遠隔監視装置による発電履歴

③保守点検記録

④固定資産税変更はないか

⑤JPEA太陽光発電所チェックリスト

発電所の設計図・品質保証に当たる

今までの発電状況により健全性を証明

人間でいえば血液検査→劣化度が分かる

自治体により土地の種別が変わり高額可

集約化による転売指標となっている

発電事業者から転売相談に対し必要な内容



保守点検技術の提案から自家消費太陽光発電システム受注

自家消費太陽光発電システムは、主に企業（需要家）の建屋につけて発電し電気を自
家で消費する、企業（需要家）の自社設備のため、保守管理対応は重要視されている。

例をあげれば車のディーラーは夏前と冬前に必ず空調設備の点検と清掃を全店舗にお
いて行っており、営業中の空調停止が起こらないように留意し費用もかけている。

自家消費太陽光発電システムも、電気代削減効果を損なわないために、故障停止など
があってはならない自社設備である。
よって、保守点検の必要性とどのような点検を行い、故障停止などを防ぐか具体的な
提案が重要となる。

従来の野たてFIT太陽光発電とは一線を画す対応が必要でありその提案力が他社競合と
の違いとなり受注に貢献できるものと考えます。



ＰＶサイトＯ＆Mセミナー開催の予定

※今朝、本日の資料とともにアンケートを添付しております

●ＰＶサイト現場実習研修会…アンケート結果により岡山で実施計画立案

●ＰＶサイトO＆Mビジネスセミナー中級編または高圧編を企画したいと思います

○今後の単独セミナー（案）

・防草シート交換提案（10年保証付き）
・抑草シート提案
・PCS一括交換セミナー…実施済み（動画あり）を今一度行うか？
・リパワリングセミナー…ソーラーエッジにて実施済み→他手法探す？
・防犯設備付帯盗難保証セミナー
・防雷対策セミナー…音羽電機工業または昭電にて交渉予定
・防錆対策セミナー…日油にて構築中
・4月以降変わる定期報告説明会
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